
　
平
成 

年
度
は
、「
協
働
」
を
基
本

理
念
と
す
る
基
本
構
想
と
、
こ
れ
を

具
体
化
す
る
基
本
計
画
の
初
年
度
で

あ
り
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
公

共
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
「
公

共
施
設
・
再
配
置
審
議
会
」
を
設
置

す
る
等
、
将
来
を
見
据
え
た
年
で
あ

っ
た
。

　
ま
た
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架

化
の
早
期
実
現
に
向
け
、
区
民
・
議

会
・
執
行
機
関
が
一
体
と
な
り
国
等

へ
要
請
行
動
を
行
う
等
、
積
極
的
な

対
応
が
計
ら
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　
少
子
高
齢
社
会
へ
の
急
速
な
移
行

と
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
と
い
う

社
会
変
動
の
中
、
扶
助
費
の
増
大
や
、

学
校
施
設
等
の
更
新
需
要
を
抱
え
、

当
区
は
大
幅
な
依
存
財
源
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
鈴
木
区
長
が
区
民
と
の
「
協

働
」
の
も
と
全
力
で
取
り
組
み
、
財

政
の
健
全
化
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
、

安
定
し
た
民
主
的
区
政
を
つ
く
り
上

げ
た
こ
と
は
、
大
い
に
評
価
す
る
。

　
平
成
　
年
度
の
普
通
会
計
決
算
で

は
、
実
質
収
支
は
　
億
　
千
万
円
の

黒
字
で
、
前
年
度
よ
り
　
億
　
千
万

円
の
減
と
な
っ
た
が
、
引
き
続
き
良

好
な
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
財
政
運
営
の
弾
力
性
や
健

全
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
　
％

で
、
前
年
度
比
　
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

た
。
区
税
収
入
は
　
年
ぶ
り
の
増
額

と
な
っ
た
が
、
税
制
改
正
に
よ
る
も

の
で
、
自
主
財
源
の
確
保
と
い
う
点

で
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
区
財
政
が
依
然
と

し
て
国
庫
支
出
金
や
、
都
支
出
金
、
財

政
調
整
交
付
金
等
へ
の
依
存
度
が
高
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
今
後
も
扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費
の

伸
び
が
予
想
さ
れ
、
学
校
施
設
等
の
更

新
需
要
及
び
大
規
模
開
発
等
か
ら
、
引

き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
よ
う
要
望
す
る
。

　
な
お
、
湯
河
原
区
民
保
養
所
の
不
祥

事
を
契
機
に
、
議
会
・
執
行
機
関
の
積

極
的
な
取
り
組
み
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
推
進
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
　
　

　
今
後
は
そ
の
徹
底
と
定
着
に
向
け
て
、

執
行
機
関
と
と
も
に
努
力
を
惜
し
ま
な

い
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
次
年
度
の
予

算
編
成
は
、
我
が
党
委
員

の
指
摘
し
た
様
々
な
提
案

及
び
要
望
を
尊
重
し
、
そ

の
実
現
に
努
力
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

　
平
成
　
年
度
決
算
は
、
実
質
収
支

　
億
円
の
黒
字
を
計
上
し
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
良
好
な
水
準
で
あ
る
。

　
財
政
状
況
は
、
特
別
区
民
税
が
　

年
ぶ
り
の
増
額
で
全
体
で
は
対
前
年

度
比
　
％
、
　
億
円
の
増
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
財
政
調
整
交
付
金
、
地

方
消
費
税
交
付
金
は
減
額
で
、
自
主

財
源
比
率
は
依
然
と
し
て
低
く
、
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
歳
出
は
、

民
生
費
が
　
年
続
け
て
　
千
億
円
を

上
回
り
、
歳
出
全
体
の
　
％
を
占
め

て
い
る
。
性
質
別
で
は
、
義
務
的
経

費
の
う
ち
、
人
件
費
の
　
億
円
減
額

は
高
く
評
価
す
る
が
、
扶
助
費
は
　

億
円
増
額
と
な
り
、
今
後
も
更
に
注

視
が
必
要
で
あ
る
。
投
資
的
経
費
は
、

日
暮
里
・
舎
人
線
駅
前
広
場
の
新
設

や
土
地
開
発
公
社
の
買
戻
し
等
に
よ

り
、
　
億
円
の
大
幅
増
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
等
の
　
特

別
会
計
決
算
額
は
、
　
千
　
億
円
で
、

前
年
度
比
　
億
円
の
増
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
る
が
、
平
成
　
年
度
予
算
は
「
活

力
と
安
心
で
魅
力
あ
る
ま
ち
を
創
る

予
算
」
と
銘
打
ち
執
行
さ
れ
、
「
子

育
て
サ
ロ
ン
」
や
「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
」
の
建
設
等
、
少
子
高
齢
対

策
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
更
に
は
、

「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
が
開
業

し
、
平
成
　
年
度
に
は
「
日
暮
里
・

舎
人
線
」
が
開
業
予
定
で
あ
る
。
加

え
て
千
住
地
域
に
は
待
望
の
「
東
京

藝
術
大
学
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
完

成
し
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
施
設
が

集
積
し
た
。
こ
の
よ
う
に
区
全
体
の

活
性
化
が
一
段
と
進
み
、

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
れ

る
も
の
と
思
う
。

　
一
方
、
平
成
　
年
　
月

に
「
協
働
」
を
経
営
理
念

と
し
た
「
基
本
計
画
」
が

策
定
さ
れ
た
。
今
後
「
協
働
で
築
く
力

強
い
足
立
区
」
実
現
の
た
め
、
来
年
開

設
予
定
の
協
働
化
推
進
室
を
中
心
に
、

区
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
等
と
の
協
働
関

係
を
更
に
強
く
築
き
、
区
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
期
待
す
る
。

　
最
後
に
本
特
別
委
員
会
で
、
我
が
党

の
各
委
員
か
ら
の
、
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
、

高
齢
者
対
策
、
少
子
化
対
策
、
防
災
対

策
等
、
区
政
全
般
に
わ
た
る
多
く
の
提
案
・

要
望
や
、
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
、
区

民
の
声
と
し
て
真
摯
に
受
け
止
め
、
平

成
　
年
度
予
算
に
反
映
し
、
ど
こ
ま
で

も
区
民
の
目
線
に
立
っ
て
区
政
執
行
に

努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。
　
　

　
本
決
算
は
、
増
税
や
保
険
料
の
値

上
げ
等
、
大
幅
な
負
担
増
が
区
民
を

襲
い
、
働
い
て
も
生
活
保
護
基
準
以

下
の
生
活
し
か
で
き
な
い
人
、
い
わ

ゆ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
増
え
て
い

る
中
で
の
審
査
と
な
っ
た
。
　
　
　

　
　
年
度
は
歳
入
が
　
億
円
の
増
と

な
り
、
積
立
金
は
現
在
　
億
円
で
、

バ
ブ
ル
期
に
近
づ
い
て
い
る
。
一
方
、

区
民
の
生
活
は
、
生
活
保
護
受
給
者

が
　
年
間
で
　
％
増
え
、
国
保
料
の

収
納
率
も
下
が
り
、
生
活
悪
化
が
進

ん
で
い
る
。
配
偶
者
特
別
控
除
の
廃

止
等
の
増
税
や
使
用
料
等
の
値
上
げ

に
よ
り
、
区
民
の
負
担
は
増
加
し
、

区
財
政
は
う
る
お
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
鈴
木
区
長

は
「
格
差
は
広
が
っ
て

い
る
と
思
わ
な
い
」
と

区
民
生
活
を
支
え
る
姿

勢
が
全
く
な
い
。
こ
の

数
年
間
、
保
育
料
の
値
上
げ
、
社
会

教
育
団
体
施
設
使
用
料
の
減
免
制
度

の
廃
止
、
高
齢
者
福
祉
の
縮
小
、
融

資
は
国
の
改
悪
を
先
取
り
し
て
、
中

小
企
業
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
。

　
ま
た
、
湯
河
原
区
民
保
養
所
を
巡

る
現
職
議
員
の
贈
収
賄
事
件
、
区
立

文
化
芸
術
劇
場
の
不
明
朗
な
支
出
と

管
理
運
営
会
社
の
乱
脈
経
営
等
、
区

の
ム
ダ
使
い
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
鈴
木
区
政
の
推
進
し
た
本
決
算
は
、

区
民
の
く
ら
し
は
支
え
ず
、
一
部
企

業
を
優
遇
す
る
税
の
使
い
方
で
、
と

て
も
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
決
算
審
査
を
通
じ
て
幾
つ
か
の
重

大
な
問
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

「
市
場
化
テ
ス
ト
」
に
よ
る
区
民
事

務
所
の
窓
口
業
務
委
託
は
、
「
個
人

情
報
漏
洩
が
危
惧
さ
れ
、
経
費
の
削

減
に
も
な
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
は

さ
け
ら
れ
な
い
」
も
の
で
、
偽
装
委

託
の
疑
い
も
あ
り
、
や
め
る
べ
き
だ
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、

　
年
度
に
国
保
料
の
値
上
げ
が
行
わ

れ
た
が
、
区
民
の
負
担
を
減
ら
す
姿

勢
が
見
え
ず
認
め
ら
れ
な
い
。

　
わ
が
党
は
、
　
年
度
も
区
民
生
活

を
支
え
る
た
め
予
算
組
替
を
提
案
し

た
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
や
、

青
年
雇
用
問
題
等
、
や
る
気
が
あ
れ

ば
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
本
特
別
委
員
会
で
も
、
独
自
の
区

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
様
々
な

提
案
を
し
た
。
こ
れ
ら
の
声
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
真
に
自
治
体
ら
し
い

自
治
体
と
し
て
区
政
運
営
を
行
う
よ

う
強
く
要
望
す
る
。
　

　
現
在
「
戦
後
最
長
の

景
気
」
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
区
内
に
は
好
景

気
を
実
感
で
き
る
業
種
、

企
業
、
個
人
は
少
な
く
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
ま
た
、
小
泉
政
権
の
　
年
間
は
、

い
ず
れ
の
改
革
を
も
中
途
で
放
棄
し
、

「
弱
者
」
を
大
量
に
生
み
出
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
区
は
自
治
体
経

営
の
根
幹
に
「
区
民
と
の
協
働
」
を

す
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

や
公
共
施
設
の
大
量
更
新
、
少
子
高

齢
社
会
へ
の
対
応
等
の
諸
課
題
に
鈴

木
区
長
の
も
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
平
成
　
年
度
決
算
も
、
適
正
な
実

質
収
支
比
率
、
経
常
収
支
比
率
の
改

善
、
義
務
的
経
費
の
抑
制
、
鉄
道
立

体
化
事
業
の
基
金
へ
の
積
み
立
て
等
、

一
定
の
評
価
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
特
別
区
税
が
　
年
ぶ
り

に
増
え
た
も
の
の
自
主
財
源
の
割
合

は
他
の
自
治
体
を
大
き
く
下
回
り
、

「
扶
助
費
」
の
需
要
増
へ
の
対
応
は

構
造
的
な
問
題
で
あ
る
。

　
平
成
　
年
度
は
、
様
々
な
分
野
で

バ
ラ
ン
ス
よ
く
新
規
の
事
業
を
展
開

し
た
。
但
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
・

市
場
化
テ
ス
ト
が
、
公
務
員
の
高
い

水
準
の
給
料
・
諸
手
当
の
改
革
に
は

手
を
付
け
ず
、
安
直
、
安
価
に
業
務

を
民
間
に
委
託
す
る
も
の
で
あ
っ
た

り
、
「
区
民
と
の
協
働
」
が
、
善
意

の
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
頼
み
の
事
業

遂
行
で
は
意
味
が
な
い
。
「
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
新
し
い
か
た
ち
」
を
創
出

す
る
高
い
志
を
も
っ
た
真
の
自
己
改

革
を
期
待
す
る
。

　
ま
た
、
区
役
所
や
区
民
事
務
所
に

は
、
機
能
強
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

各
行
政
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
は
、
変

化
す
る
区
民
要
望
へ
の
的
確
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
。

　
わ
が
会
派
は
、
就
学
援
助
の
あ
り

方
や
、
生
活
保
護
の
適
正
な
執
行
、

新
田
の
ま
ち
づ
く
り
、
西
新
井
公
園

計
画
、
町
会
・
自
治
会
へ
の
助
成
等
、

区
政
全
般
に
つ
い
て
質
疑
し
た
。

　
区
長
を
は
じ
め
三
役
は
、
包
括
予

算
制
度
の
短
所
を
補
っ
て
長
所
を
伸

ば
せ
る
よ
う
議
会
の
意
思
を
尊
重
し
、

区
政
の
総
合
的
か
つ
手
続
き
を
踏
ん

だ
運
営
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
意
を
注

が
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
以
上
、
わ
が
会
派
か
ら
の
意
見
、

要
望
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
平
成
　

年
度
予
算
案
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

改
め
て
申
し
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

金沢　美矢子
委　員
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委　員
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委　員
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